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まえがき

　本学では，平成 27 年 7 月 1 日を調査基準日とし，学部学生，大学院生，外国人留
学生を対象とした「学生生活実態調査」を実施しました。調査の目的は，本学に在学
する学生諸君の生活環境等の現状を把握するとともに，修学指導上の基礎資料を得る
ことにより，今後の福利厚生施策の充実と教育研究環境の改善等に役立てようとする
ものです。この調査は，アンケート方式により 3 年ごとに実施されており，今回で第
10 回目となりました。
　調査項目は，生活環境から大学での授業や課外活動，そして日常生活における悩み
や進路・就職相談など，広い範囲に及んでいます。特に，授業以外での学習の状況や
海外留学，インターンシップ，そしてキャリアセンターや学習支援室についての調査
も行いました。また，ハラスメントに関しても踏み込んだ質問項目を設けました。こ
れらは，大学の教育改革の進展とともに，教える・教わるといった形態から，自ら学
ぶ・考えるといった主体的学習に重点が移ることと，グローバル化の視点を持つこと
が必要であり，さらには人間関係やメンタルヘルスの面で，その実態を捉えておくべ
きと考えることによります。
　アンケート調査の集計結果は，その全ての内容を平成 27 年 12 月に学内向けのホー
ムページ上に調査報告書として公表しております。また前回より調査結果の概要をわ
かりやすく紹介することが好ましいと判断し，調査報告書（別冊）としてこの「学生
生活実態調査報告概要」を作成しました。調査報告書とともに今後の大学教育の改善・
充実に役立つものと考えております。
　最後に，調査に協力いただいた多くの学生諸君に，この場を借りてお礼申し上げます。

九州工業大学学生委員会　委員長　
理事・副学長（教育・学生担当）　　

鶴 田　隆 治　　
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Ａ．調査を依頼した人たち
回収率は 69％
　九州工業大学に在籍する学生諸君の生活環境等の現状を把握し，今後の福利厚生施策の充実，教育
研究環境の改善等に役立てるため，本学の学部学生，大学院生，外国人留学生を対象に「学生生活実
態調査」を実施しました。
　この調査は 3 年に 1 度実施しているもので，
平成 27 年度は 7 月 1 日を基準日として調査
を実施したところ，3,924 人から回答があり，
回収率は 69％でした。
　調査にあたって，回答にご協力いただいた
学生の皆さんに感謝いたします。

Ｂ．住居と通学
■住居について
32% が自宅生，留学生も含め 50% 以上がアパート等の自宅外生
　住居区分が自宅の割合は，学部生で 34%，大学院生で 30%，下宿・アパート・マンションの割合
は，学部生で 62%，大学院生で 66% であった。前回調査時の平成 24 年度と比べると，自宅外生の割
合は，学部生で 4%，大学院生で 2% 増加している。留学生については，居住区分が明専寮・スチュー
デントレジデンスの大学関係の施設の割合が 26%，下宿・アパート・マンションの割合は 54% であっ
た。前回調査時と比べると，大学関係の施設の割合は 20% 程度減少，一方で下宿・アパート・マンショ
ンの割合は 1% 増加している。

現在の住居区分

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

34.334.3

30.130.1

31.531.5

2.62.6

2.42.4

3.63.6

61.561.5

66.466.4

62.762.7

0.60.6

0.80.8

1.21.2
1.01.0

自宅自宅 明専寮・スチューデントレジデンス明専寮・スチューデントレジデンス 下宿・アパート・マンション下宿・アパート・マンション

その他その他 未回答未回答

0.90.9

0.20.2

1.21.2
25.625.6 53.553.5 13.413.4 6.46.4

回答者の内訳
対象学生数 回 収 数 回 収 率

学　部
人 人 %

工 学 部 2,290 1,505 65.7
情 報 工 学 部 1,807 1,033 57.2

学 部 計 4,097 2,539 62.0

大学院
工 学 府 606 536 88.4
情 報 工 学 府 414 366 88.4
生命体工学研究科 357 311 87.1

大 学 院 計 1,377 1,213 88.1
外 国 人 留 学 生 215 172 80.0
合 計 5,689 3,924 69.0
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■通学について
自転車の利用が 38% と最も多い
　通学手段として自転車を利用しているのは学部生が 41%，大学院生が 31%，留学生が 47％といず
れも割合が最も高かった。学部生については 15% が徒歩で通学しており，自転車と合わせて 56％と
なる。大学院生については徒歩と自転車の合計が 51％となる一方，21% と約 4 人に 1 人が自動車で
通学し，バイクと合わせると 32% となる。留学生については徒歩 42％，自転車 47％で，合計が約
90% となる。留学生の大半は大学近辺に住居を確保できていることが分かる。
　通学時間については，10 分以内が学部生で 50％，大学院生で 47%，留学生は 55% となっている。
30 分以内まで含めると学部生は 68%，大学院生は 74％，留学生は 90％と，かなり高い割合となって
いる。一方，1 時間以上の通学時間を要する学生も学部生で 21%，大学院生で 14% 居り，また，留
学生にも 1 時間半以上の通学時間を要する学生が 5％居ることがわかる。

通学手段

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

徒歩徒歩 自転車自転車 バスバス 鉄道鉄道

バイクバイク 自動車自動車 その他その他 未回答未回答

14.814.8

20.020.0

41.941.9

17.617.6

41.141.1

31.131.1

47.147.1

38.338.3

3.43.4

1.41.4

0.60.6
2.72.7

22.922.9

14.414.4

1.71.7
19.419.4

5.05.0

10.110.1

0.60.6 0.00.0
6.36.3

11.411.4

21.821.8

6.46.4

14.414.4

1.01.0
0.50.5

0.20.2
1.11.1

1.71.7

0.80.8
0.60.6

通学時間

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

10分以内10分以内

2時間以内2時間以内 2時間超2時間超 未回答未回答

30分以内30分以内 1時間以内1時間以内 1時間30分以内1時間30分以内

50.150.1

47.447.4

55.255.2

49.549.5

18.118.1

27.027.0

34.334.3

21.621.6

9.69.6

11.011.0

4.14.1

9.89.8

8.08.0

6.66.6

1.21.2
7.27.2

9.59.5

4.34.3

1.71.7
7.57.5

3.63.6

3.33.3

1.21.2
3.43.4

1.11.1

0.30.3

2.32.3

0.90.9
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Ｃ．食事
■朝食について
約半数が朝食を食べている
　朝食を「週 4 日以上食べている」学生の割合は，学部生・留学生では 50% を超えているが，大学
院生では 43% と半数を切っている。また，留学生の「時々食べている」以上の割合が前回調査時の
81% に比べ上昇しているが，学部生及び大学院生はほぼ変化がない。

朝食を食べていますか

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

ほとんど毎日食べているほとんど毎日食べている

ほとんど食べていないほとんど食べていない 未回答未回答

週4日以上食べている週4日以上食べている 時々食べている時々食べている

42.742.7

31.931.9

45.945.9

39.539.5

11.211.2

10.710.7

12.212.2

11.111.1

21.021.0

23.123.1

27.927.9

21.921.9

24.124.1

34.034.0

12.812.8

26.726.7

0.90.9

0.20.2

1.21.2

0.70.7

■学内食堂の利用について
週 1 日以上利用する割合は 67% 以上と高く，評価も普通以上
　学内食堂を週 1 日以上利用している割合は，学部生で 73%，大学院生で 56%，留学生で 61% と高
くなっている。利用頻度は前回調査時と比べてもほぼ変化がない。評価については普通以上の回答が
約 90% 以上を占め，概ね満足しているが，反面改善すべき点としては混雑の解消と低価格化への要
望が約半数を占め，前回調査時同様の結果となった。

利用頻度

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

ほとんど利用しないほとんど利用しない 1～2日1～2日 3～4日3～4日 5日以上5日以上 未回答未回答

25.625.6

43.243.2

37.837.8

31.531.5

19.119.1

21.521.5

28.528.5

20.320.3

25.325.3

23.123.1

21.521.5

24.424.4

28.928.9

11.711.7

10.510.5

22.822.8

1.11.1

0.50.5

1.71.7

0.90.9
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評価

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

非常によい非常によい よいよい 普通普通 悪い悪い 未回答未回答

7.47.4

6.26.2

8.18.1

7.17.1

19.819.8

13.213.2

45.345.3

18.918.9

61.661.6

64.164.1

34.934.9

61.261.2

9.89.8

14.314.3

9.99.9

11.211.2

1.31.3

2.22.2

1.71.7

1.61.6

改善すべき点

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

8.28.2

7.77.7

9.99.9

8.18.1

42.742.7

28.328.3

9.39.3

36.836.8

2.42.4

3.33.3

4.14.1

2.82.8

17.317.3

22.322.3

14.014.0

18.718.7

19.919.9

25.625.6

32.032.0

22.222.2

6.66.6

9.19.1

24.424.4

8.28.2

2.92.9

3.73.7

6.46.4

3.33.3

衛生的にして欲しい衛生的にして欲しい

味を良くして欲しい味を良くして欲しい 値段を安くして欲しい値段を安くして欲しい その他その他 未回答未回答

混雑を解消して欲しい混雑を解消して欲しい 雰囲気を良くして欲しい雰囲気を良くして欲しい

Ｄ．経済状況，経済支援
■収入について
奨学金収入は，学部生 33%，院生 41%，留学生 60%。留学生は娯楽よりも修学費に多く支出している。
　1 ヶ月の平均収入を見ると，学部生，留学生，大学院生の順に多くなる傾向にあるが，平均支出に
なると，学部生，大学院生，留学生の順となっている。日本人学生は収入の範囲内で支出が行われて
いるが，留学生は支出が収入を上回っており，これは，日本人学生に比べると食費，住居・光熱費の
支出が多くなっており，苦しい経済事情が浮き彫りとなった。収入に占める奨学金の割合は，学部生
が 33%，大学院生が 41%，留学生が 60% と留学生の奨学金に対する支援の必要性が最も高くなって
いる。収入の大部分は，家族等からの仕送り，奨学金，アルバイト収入で賄われている。
　一方，支出については，1 ヶ月平均支出の約 60% が食費，住居・光熱費となっている。日本人学
生は修学費よりも娯楽費に対する支出が高く，留学生では，娯楽費よりも修学費に対する支出が高く
なっている。家庭の年間収入額は，学部生と大学院生では大差なく，「401 万円～ 600 万円」と回答
した学生が約 20% 程度，続いて「601 万円～ 800 万円」，「201 万円～ 400 万円」となっており，「200
万円未満」と回答した学生も約 10% いる。また，留学生では，62% が「200 万円未満」，18% が「201
万円～ 400 万円」となっており，日本人学生，留学生を問わず，経済的により厳しい状況にある。
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収　入

学部生学部生 大学院生大学院生 留学生留学生

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 120.0

家族（母国）からの仕送り・援助

奨学金

アルバイト

定職

その他

1ヵ月の収入合計

単位：千円

89.5 

10.5 

0.8 

19.1 

53.0 

21.8 

96.0 

2.5 

9.8 

18.1 

40.1 

33.2 

79.7 

0.5 

0.0 

24.6 

26.7 

29.1 

支　出

学部生学部生 大学院生大学院生 留学生留学生

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 120.0

修学費

課外活動費

通学費

食費（自宅通学生は外食費のみ）

住居・光熱費（自宅通学生は除く）

保健衛生費（診療費・薬代・理美容・化粧品代）

娯楽費

その他

1ヵ月の支出合計

単位：千円

98.9

6.3

5.3

5.0

28.4

32.9

4.2

3.7

8.8

81.6

2.8

12.4

3.5

24.4

24.1

4.4

2.9

6.7

65.3

1.2

11.9

3.0

19.5

18.9

4.2

2.9

4.2
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家庭の年間収入額

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

200万円未満200万円未満

801万円～1000万円801万円～1000万円 1001万円以上1001万円以上 未回答未回答

201万円～400万円201万円～400万円 401万円～600万円401万円～600万円 601万円～800万円601万円～800万円

7.27.2

9.19.1

62.262.2

10.210.2

17.117.1

17.517.5

18.618.6

17.317.3

22.122.1

22.822.8

2.92.9

21.521.5

16.916.9

22.122.1

3.53.5

17.917.9

10.810.8

12.412.4

1.21.2
10.910.9

7.67.6

7.57.5

7.27.2

18.218.2

8.68.6

11.611.6

15.015.0
0.00.0

■アルバイトについて
約半数の学生がアルバイトをしているが，その目的は様々
　全体では 50% 以上の学生が，留学生では 42% の学生がアルバイトを行っている。アルバイトの頻
度については，週に 2 日～ 3 日が多数を占めており，週 4 日以上は 1 割程度である。週 4 日以上のア
ルバイトを行う学部生の割合は，大学院生及び留学生に比べ 2 倍程度となっている。アルバイトを行
う主な理由は，留学生については学費・生活費を稼ぐ為が主となっている。一方で，学部・大学院生
は，学費・生活費に加え，旅行・娯楽費を稼ぐ為となっている。
　アルバイトの職種については，学生区分に依らず，販売・サービス業と肉体軽労働（ウェイター・ウェ
イトレス・皿洗い等）とで半分以上となっている。大学院生の場合には塾講師が 13% となっており，
学部生や留学生の 3% より高い値を示している。
　約 60% の学生はアルバイトが「学業の妨げになっていない」と回答しているが，残りの約 40% の
学生は何らかの支障を感じている。

アルバイトの回数

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

7.77.7

14.914.9

3.53.5

9.89.8

16.516.5

17.417.4

10.510.5

16.516.5

21.921.9

12.912.9

20.320.3

19.119.1

12.212.2

6.46.4

7.67.6

10.210.2

39.739.7

47.347.3

56.456.4

42.842.8

1.91.9

1.11.1

1.71.7

1.61.6

週に１日週に１日 週に２日週に２日 週に３日週に３日 週に４日以上週に４日以上 していないしていない 未回答未回答
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アルバイトをする理由

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

学費学費 生活費生活費 課外活動費課外活動費 旅行・娯楽費旅行・娯楽費 貯金貯金 車（二輪車を含む）の購入・維持費車（二輪車を含む）の購入・維持費

借金・ローン返済借金・ローン返済 時間が余っている時間が余っている その他その他 未回答未回答

0000

171171

129129

4545

345345

824824

433433

6262

1,3191,319

174174

6363

88

245245

929929

311311

77

1,2471,247

484484

134134

99

627627

114114

7171

11

186186 88

1515 33

99
22

2626

9696

2222 55

118118

8282

3030

44

116116

アルバイトの種類

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

6.96.9

7.87.8

6.96.9

7.77.7

2.82.8

12.512.5

2.82.8

10.610.6

30.630.6

35.835.8

30.630.6

34.834.8

4.24.2

4.04.0

4.24.2

4.04.0

23.623.6

21.121.1

23.623.6

21.621.6

6.96.9

2.62.6

6.96.9

3.43.4

19.419.4

15.215.2

19.419.4

16.016.0

5.65.6

1.11.1

5.65.6

1.91.9

家庭教師家庭教師

肉体軽労働（ウェイター・ウェイトレス・皿洗い等）肉体軽労働（ウェイター・ウェイトレス・皿洗い等）

その他その他 未回答未回答

塾講師塾講師 販売・サービス業販売・サービス業 一般事務一般事務

肉体重労働（引越・荷物運搬・土木作業・工場労働等）肉体重労働（引越・荷物運搬・土木作業・工場労働等）

アルバイトと学業の関係

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

学業の妨げになっている学業の妨げになっている

予習時間が足りない予習時間が足りない

多少学業の妨げになっている多少学業の妨げになっている 授業に出席できないことがある授業に出席できないことがある

学業の妨げにはなっていない学業の妨げにはなっていない 未回答未回答

4.74.7

5.45.4

6.36.3

5.05.0

21.221.2

19.019.0

13.213.2

20.120.1

1.41.4

0.50.5

0.70.7

1.11.1

11.111.1

5.05.0

1.41.4
8.78.7

61.161.1

69.069.0

28.528.5

61.261.2

0.60.6

1.11.1

50.050.0

3.93.9
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■入学料・授業料免除について
免除制度の認知度は高く，満足度も高い
　「制度を知らない」と回答した学生が 14％ほど存在している。「知っているが申請したことがない」
と回答した学生は学部生，大学院生は約 60％，留学生では約 18％である。申請した学生のうち約
60％は「十分である」，「まあまあである」，と回答しており，充実していると思われる。

制度の認知度

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

申請したことがある申請したことがある 知っているが申請したことがない知っているが申請したことがない 知らない知らない 未回答未回答

24.824.8

61.561.517.717.7

58.558.533.533.5

18.618.668.068.0

58.758.7

18.118.1

7.37.3

9.99.9

14.414.4

2.72.7

0.70.7

3.53.5

2.12.1

制度の満足度

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

十分である十分である まあまあであるまあまあである

全く不十分である全く不十分である 未回答未回答

あまり十分とは言えないあまり十分とは言えない

17.217.2

25.225.2

50.050.0

21.121.1

38.638.6

37.937.9

21.521.5

37.637.6

14.214.2

15.315.3

11.011.0

14.414.4

6.86.8

7.97.9

5.85.8

7.17.1

23.223.2

13.713.7

11.611.6

19.819.8

■各種奨学金について
奨学金の認知度は非常に高く，満足度も高い
　「応募したことがある」，「知っているが応募したことがない」と回答した学生は約 90% であり，学
生への認知度は非常に高いことが分かる。一方，学部生の約 10% の学生は「知らない」と回答して
おり，大学院生及び留学生より認知度が低くなっている。また，約 70% の学生が制度に満足しており，
満足度が高い事が伺える。しかしながら，留学生の満足度は約 60% であり，日本人学生より低くなっ
ている。



－ 9 －

認知度

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

応募したことがある応募したことがある 知っているが応募したことがない知っているが応募したことがない 知らない知らない 未回答未回答

46.646.6

61.361.3

68.068.0

52.152.1

40.140.1

32.732.7

22.122.1

37.037.0

10.110.1

4.94.9

7.07.0

8.48.4

3.23.2

1.11.1

2.92.9

2.52.5

満足度

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

十分である十分である まあまあであるまあまあである

全く不十分である全く不十分である 未回答未回答

あまり十分とは言えないあまり十分とは言えない

26.626.6

35.735.7

29.129.1

29.529.5

40.640.6

39.739.7

29.129.1

39.839.8

10.610.6

10.010.0

20.320.3

10.810.8

4.84.8

5.15.1

12.212.2

5.25.2

17.417.4

9.69.6

9.39.3

14.714.7

Ｅ．学生生活
■学生生活の一番の目的
一番の目的は「高度な専門知識や技術を身につける」こと
　「高度な専門知識や技術を身につける」事が最も高い。続いて「よい就職先を得る」となっているが，
留学生では「学問・研究をとおして真理を探究する」となっており，日本人学生とは違った目的を持っ
ている。

学生生活の一番の目的

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

学問・研究をとおして真理を探究する学問・研究をとおして真理を探究する

学歴・資格をとる学歴・資格をとる

友人を得る友人を得る その他その他 未回答未回答

よい就職先を得るよい就職先を得る 課外活動・サークル活動をする課外活動・サークル活動をする

高度な専門知識や技術を身につける高度な専門知識や技術を身につける

14.514.5

24.924.9

32.032.0

18.518.5

37.337.3

39.239.2

47.747.7

38.438.4

7.07.0

4.94.9

11.611.6

6.56.5

25.625.6

21.021.0

5.85.8

23.323.3

3.13.1

1.51.5 2.12.1

2.52.5
1.91.9

6.56.5

5.45.4

1.71.70.00.0 0.00.0
5.95.9

4.14.1
1.91.9

1.01.0

1.21.2

3.03.0
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■読書について
大学院生，留学生の読書量は多い
　学部生に比べると大学院生の方がより多くの本を読んでいる。留学生は日本人学生と比べるとより
多くの本を読んでいることが分かる。学部生では「読まない」と回答した割合が約 60% であり，大
学院生及び留学生と比べると約 2 倍近くの割合となっている。

専門書・専門雑誌

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

読まない読まない 月に 1～ 4冊月に 1～ 4冊 月に 5～10冊月に 5～10冊 月に11冊以上月に11冊以上 未回答未回答

63.863.8

36.336.3

29.129.1

53.753.7

29.629.6

54.454.4

57.057.0

38.538.5

1.81.8
6.16.1

9.39.3

3.43.4

0.50.5

1.21.2

2.92.9

0.80.8

4.44.4

2.02.0

1.71.7

3.53.5

■犯罪被害や迷惑行為について
犯罪被害等はほぼ皆無
　盗難の被害にあった学生が若干名いるが，ほとんどの学生は犯罪被害や迷惑行為を受けたことがな
い。

犯罪被害や迷惑行為を受けたことがあるか

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

盗難にあった盗難にあった

セクシュアル・ハラスメントを受けたセクシュアル・ハラスメントを受けた

アカデミック・ハラスメントを受けたアカデミック・ハラスメントを受けた その他の被害を受けたその他の被害を受けた 受けたことはない受けたことはない 未回答未回答

パワーハラスメントを受けたパワーハラスメントを受けた アルコールハラスメントを受けたアルコールハラスメントを受けた

カルトのような集団への勧誘を受けたカルトのような集団への勧誘を受けた 悪徳商法に巻き込まれた悪徳商法に巻き込まれた

284284

149149

44

437437

8181

7676

33

160160

1414

111111

2626

1717

88

11

2626

2828

353522

6565

4040

2222

22

6464

5454
5656

66
116116

3535

2525

33

6363

1,9291,929

884884

151151

2,9642,964

150150

4343

22

195195

■薬物について
薬物の使用は皆無
　ほとんどの学生は薬物について「見たり聞いたりしたことはない」と回答している。一方で，見た
り聞いたりしたことがある，周囲から誘われたことがあると少数が回答している。薬物の使用を防ぐ
ためにも，引き続き啓発活動を行う必要がある。
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薬物について

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

自分の周囲で薬物を所持又は仕様している人を見たり、聞いたりしたことがある自分の周囲で薬物を所持又は仕様している人を見たり、聞いたりしたことがある

自分の周囲から仕様や栽培を誘われたことがある自分の周囲から仕様や栽培を誘われたことがある 見たり聞いたりしたことはない見たり聞いたりしたことはない その他その他 未回答未回答

4040

2929

1010
7979

1414

44

11

1919

2,1182,118

986986

120120

3,2243,224

1111

33

11

1515

362362

193193

4141

596596

Ｆ．学習状況，学習支援
■授業について
大学院生と留学生の理解度は高いが，学部生の理解度は 60% 程度
　授業の理解度は高く，概ね理解出来ていることが分かる。大学院生及び留学生は「よく理解できて
いる」，「かなり理解できている」と回答した割合が約 80% 弱となっているが，学部生は約 60% 弱となっ
ており，大学院生及び留学生と比べると授業内容をあまり理解できていないことが分かる。

授業の理解度

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

よく理解できているよく理解できている

未回答未回答

かなり理解できているかなり理解できている あまり理解できていないあまり理解できていない

全く理解できていない全く理解できていない

6.46.4

14.214.2

15.115.1

9.29.2

52.752.7

63.263.2

64.564.5

56.456.4

33.433.4 5.25.2

2.12.1

3.53.5

4.24.2

19.819.8

15.115.1

28.428.4

2.32.3

0.70.7

1.71.7

1.81.8

■勉強時間について
勉強時間にばらつきはあるが，多くの学生は何らかの勉強をしている
　授業時間以外に，予習，復習，課題，レポート作成等で 1 日平均どれくらい勉強しているかについて，

「全く勉強しない」と回答した割合は，学部生で 6%，大学院生で 10%，留学生で 1% であった。また，もっ
とも割合の高い勉強時間区分は，学部生で「1 時間～ 1 時間 30 分未満」（18%），大学院生で「2 時間
～ 3 時間未満」（17%），留学生で「6 時間以上」（31%）であった。
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授業に関することの 1日の勉強時間

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

全くしない全くしない 30分未満30分未満 30分～ 1時間未満30分～ 1時間未満 1時間～ 1時間30分未満1時間～ 1時間30分未満

2時間～ 3時間未満2時間～ 3時間未満

5時間～ 6時間未満5時間～ 6時間未満

1時間30分～ 2時間未満1時間30分～ 2時間未満

4時間～ 5時間未満4時間～ 5時間未満

3時間～ 4時間未満3時間～ 4時間未満

6時間以上6時間以上 未回答未回答

6.46.4

10.110.1

1.21.2
7.37.3

9.09.0

7.97.9

2.92.9

8.48.4

16.616.6

13.013.0

4.14.1

15.015.0

18.418.4 13.413.4 14.714.7 6.46.4 2.82.8
2.02.0

4.54.5 5.95.9

12.412.4 10.310.3 16.716.7 9.69.6 5.65.6 3.53.5 7.97.9 2.92.9

5.85.8 9.99.9 11.611.6 9.39.3 11.611.6 10.510.5 30.830.8 2.32.3

16.016.0 12.312.3 15.115.1 7.57.5 4.14.1 2.92.9 6.76.7 4.84.8

■授業・履修に関する支援について
ガイダンス等は分かりやすく，学習自己評価システムと学習支援サービスについても活用されている
　半数以上の学生が，授業・履修に関するガイダンスやオリエンテーションなどを分かりやすいと感
じている。一方で，約 20% 程度の学生が，分かりにくい，分からないと答えている。
　また，学修自己評価システムによる学修支援については，50% 強の学生が必要であると答え，約
60% の学生が満足している。今後，活用方法をさらに周知するとともに満足度を上げる工夫が期待
される。
　Moodle（学習支援サービス）による講義に関する学修支援については，約 70% 程度の学生が必要
性を感じ，満足している。満足度を上げる継続的な取り組みが期待される。

授業・履修に関するガイダンスやオリエンテーションなどのわかりやすさ

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

よく分かり易いよく分かり易い 分かり易い分かり易い 分かりにくい分かりにくい

分からない分からない どちらとも言えないどちらとも言えない 未回答未回答

12.112.1 42.342.3 19.119.1 3.53.5 18.218.2 4.84.8

14.314.3 43.443.4 19.419.4 3.23.2 17.917.9 1.91.9

16.316.3 50.650.6 15.715.7 3.53.5 9.39.3 4.74.7

12.712.7 42.842.8 19.019.0 3.43.4 17.917.9 4.14.1



－ 13 －

学修自己評価システムによる学修支援の必要性

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

極めて必要である極めて必要である 必要である必要である あまり必要でないあまり必要でない 全く必要でない全く必要でない 未回答未回答

15.915.9

13.413.4

10.510.5

14.914.9

36.336.3

35.335.3

52.352.3

36.736.7

30.830.8

32.532.5

16.316.3

30.730.7

8.58.5

13.413.4

5.25.2

9.99.9

8.58.5

5.45.4

15.715.7

7.97.9

学修自己評価システムによる学修支援の満足度・充実度

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

十分である十分である

全く不十分である全く不十分である 未回答未回答

まあまあであるまあまあである あまり十分とは言えないあまり十分とは言えない

16.716.7

16.916.9

29.129.1

17.317.3

43.543.5

39.239.2

35.535.5

41.841.8

20.720.7

22.322.3

10.510.5

20.720.7

7.27.2

12.912.9

2.92.9

8.88.8

11.911.9

8.68.6

22.122.1

11.311.3

Moodle（学習支援サービス）による講義に関する学修支援の必要性

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

極めて必要である極めて必要である 必要である必要である あまり必要でないあまり必要でない 全く必要でない全く必要でない 未回答未回答

28.128.1

18.418.4

14.014.0

24.524.5

43.543.5

46.646.6

48.848.8

44.744.7

16.216.2

22.422.4

12.812.8

18.018.0

3.93.9

7.27.2

4.14.1

4.94.9

8.48.4

5.45.4

20.320.3

8.08.0
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Moodle（学習支援サービス）による講義に関する学修支援の満足度・充実度

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

十分である十分である

全く不十分である全く不十分である 未回答未回答

まあまあであるまあまあである あまり十分とは言えないあまり十分とは言えない

25.625.6

20.020.0

31.431.4

24.124.1

46.946.9

47.747.7

34.334.3

46.646.6

12.612.6

17.117.1

7.07.0

13.813.8

4.64.6

8.28.2

3.53.5

5.65.6

10.210.2

7.17.1

23.823.8

9.99.9

■学習支援室等の利用について
利用頻度は低いが必要性は高い
　学修支援室は 75% 程度の学生が知っており，認知度は高いことがわかった。「よく利用する」と「時々
利用する」学生は，20% 弱程度となっている。一方，全体で 58% の学生が必要であると回答しており，
満足度も「十分である」もしくは「まあまあである」と回答している学生が 60% となっている。

学習支援室（情報工学部では学習コンシェルジュ・ステーション）の利用頻度

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

よく利用するよく利用する

知っているが利用したことがない知っているが利用したことがない 知らない知らない 未回答未回答

時々利用する時々利用する あまり利用しないあまり利用しない

6.16.1

5.75.7

8.18.1

6.16.1

11.511.5

7.67.6

22.722.7

11.011.0

16.116.1

14.814.8

12.812.8

15.715.7

41.441.4

42.942.9

23.323.3

41.141.1

19.519.5

26.826.8

20.320.3

21.221.2

5.45.4

2.22.2

12.812.8

4.94.9

満足度・充実度

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

十分である十分である

全く不十分である全く不十分である 未回答未回答

まあまあであるまあまあである あまり十分とは言えないあまり十分とは言えない

16.716.7

16.916.9

29.129.1

17.317.3

43.543.5

39.239.2

35.535.5

41.841.8

20.720.7

22.322.3

10.510.5

20.720.7

7.27.2

12.912.9

2.92.9

8.88.8

11.911.9

8.68.6

22.122.1

11.311.3
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Ｇ．課外活動（日本人学生）
■サークル活動について（学部生のみ回答）
サークル活動は学業にも良い影響をもたらす
　工学部には 13 団体の文化系サークル，29 団体の体育系サークル，31 団体の同好会があり，情報工
学部には，14 団体の文化系サークル，19 団体の体育系サークル，27 団体の同好会がある。何らかの
サークルに参加している学生は，66% であり加入率は高く，積極的に課外活動に参加していること
が分かる。学業との関係については，学業にプラスになっていると感じている学生が 33% おり，また，
学業が犠牲になってはいないと感じる学生と合わせると，83% の学生はサークル活動と学業のバラン
スを取っていることが分かる。また，加入動機を見ると，趣味と一致していると回答した学生の割合
が 30% と最も高く，自分のやりたいことをやっている学生が多いので加入率も必然的に高くなって
いるものと思われる。続いて，「友人が欲しい」が 16%，「何かおもいっきりやってみたい」が 13%
であり，大学生活においてサークル活動が人間形成にとって有益であることも認識されていることが
わかる。

サークルに参加していますか

文科系サークルに参加している文科系サークルに参加している

体育系サークルに参加していたが辞めた体育系サークルに参加していたが辞めた

最初から参加していない最初から参加していない

未回答未回答

体育系サークルに参加している体育系サークルに参加している

文科系サークルに参加していたが辞めた文科系サークルに参加していたが辞めた

4%4%

28%28%

8%8%

8%8%

14%14%

38%38%

学業との関係

学業にプラスになっている学業にプラスになっている

学業がかなり犠牲になっている学業がかなり犠牲になっている

未回答未回答

学業が犠牲にはなっていない学業が犠牲にはなっていない

学業が少し犠牲になっている学業が少し犠牲になっている

3%3%

33%33%
14%14%

50%50%

0%0%

加入動機

趣味と一致している趣味と一致している

友人が欲しい友人が欲しい
余暇の利用余暇の利用
技術の向上技術の向上
団体生活をしたい団体生活をしたい
就職活動に有利就職活動に有利
その他その他
未回答未回答

何かおもいっきりやってみたい何かおもいっきりやってみたい
身体を鍛えたい身体を鍛えたい4%4%

1%1% 0%0%

30%30%

13%13%
10%10%

11%11%
4%4%

16%16%

11%11%
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Ｈ．留学
■海外留学について（日本人学生）
留学したい学生は約半数も，意識は分かれている
　「ぜひ留学したい」と「できれば留学したい」を合わせれば，52% となっており，前回調査時に比
べると 7 ポイント程度上昇していることからも意識の高さが伺える。一方，「留学したいとは思わない」
学生も 32% おり，その理由として，「興味がない」（40%）に続き，「経済的理由」（33%），「時間がな
い」（17%）となっており，留学の意義やメリットをさらに伝えるとともに，経済的な支援について
もさらに検討する必要があることがわかった。

海外留学の希望

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

全　　体

学 部 生

大学院生

全　　体

%

%

%

%

%

%

ぜひ留学したいぜひ留学したい わからないわからない 未回答未回答できれば留学したいできれば留学したい 留学したいとは思わない留学したいとは思わない

19.319.3

26.726.7

21.721.7

30.430.4

29.829.8

30.230.2

32.332.3

30.330.3

31.731.7

12.212.2

11.611.6

12.012.0

5.75.7

1.61.6

4.44.4

（「留学したいとは思わない」との回答者について）海外留学を考える際の不安

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

全　　体

学 部 生

大学院生

全　　体

%

%

%

%

%

%

興味がない興味がない 経済的理由経済的理由 時間がない時間がない その他その他 未回答未回答

40.040.0

35.935.9

40.040.0

33.333.3

30.330.3

33.333.3

17.417.4

23.423.4

17.417.4

7.37.3

8.08.0

7.37.3

2.12.1

2.42.4

2.12.1

■日本留学について（外国人留学生）
現状に満足するも，機会があれば外国にも目を向けている
　日本に留学した目的としては，「学位取得」（40%）が最も多く，続いて「専門の知識を深める」（29%），

「特定の研究を行う」（12%）為と回答している。本学を留学先に選んだ理由の一番として「学問・研
究の水準が高い」（31%）ことを挙げており，高い評価を得られていることが分かる。また，日本以
外の国に留学してみたいかの問いについては，約 80% の学生が，チャンスがあれば留学したいと思っ
ている。一方で，留学したいとは思わないと回答した学生のうち，約 35% の学生が経済的な理由を
挙げており，留学生の経済事情があまりよくないものと思われる。
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取得したい学位

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

留 学 生留 学 生 %%

学士号学士号 修士号修士号 博士号博士号 未回答未回答

5.85.8 29.029.0 62.362.3 2.92.9

日本留学の目的

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

留 学 生留 学 生 %%

学位取得学位取得 特定の技術を身につける特定の技術を身につける 特定の研究を行う特定の研究を行う 専門の知識を深める専門の知識を深める

日本に関する知識・理解を深める日本に関する知識・理解を深める その他その他 未回答未回答

40.140.1 12.212.2 14.014.0 28.528.5 4.74.7 0.60.6
0.00.0

本学を留学先に選んだ理由

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

留 学 生留 学 生 %%

学問・研究の水準が高い学問・研究の水準が高い 日本の文化や社会に関心があった日本の文化や社会に関心があった

母国に適当な大学（大学院）がなかった母国に適当な大学（大学院）がなかった 母国で日本留学が高い評価を受ける母国で日本留学が高い評価を受ける

日本政府奨学金留学生に合格した日本政府奨学金留学生に合格した 母国政府派遣留学生に合格した母国政府派遣留学生に合格した

5～ 6以外の奨学金を得た5～ 6以外の奨学金を得た 地理的に近い国だった地理的に近い国だった

日本に住む親戚や知人の援助を得られた日本に住む親戚や知人の援助を得られた 日本以外の国へ留学を希望したが、かなえられなかった日本以外の国へ留学を希望したが、かなえられなかった

その他その他 未回答未回答

2.12.1
1.51.51.51.5

0.20.230.830.8 3.23.225.625.6 15.215.2 7.17.1 4.14.1
1.51.5

7.37.3

日本以外の国に留学してみたいか

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

留 学 生留 学 生 %%

ぜひ留学したいぜひ留学したい 機会があれば留学したい機会があれば留学したい 留学したいとは思わない留学したいとは思わない 未回答未回答

23.323.3 57.657.6 18.018.0 1.21.2

（「留学したいとは思わない」との回答者について）留学したいとは思わない理由

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

留 学 生留 学 生 %%

興味がない興味がない 経済的理由経済的理由 時間が無い時間が無い その他その他 未回答未回答

38.738.7 35.535.5 9.79.7 6.56.5 9.79.7
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Ｉ．ボランティア活動
■ボランティア活動について
ボランティアの経験は少ないが約半数が興味を持っている
　全体的には 33% の学生はボランティア経験があるが，63% の学生はボランティア経験がないこと
が分かる。しかし，今後やりたい学生を加えると約半数の学生がボランティア活動に興味をもってい
ることが分かる。留学生は日本人学生と比べるとボランティアに対する意識が高く，約 70% の学生
がボランティア活動に興味を示していることが分かる。ボランティア活動の内容については，全体で
は「自然・環境保護」が一番多いこと，留学生では「国際交流」が圧倒的に多いことが特徴的である。

ボランティア活動の経験の有無

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

現在している現在している 以前したことがある以前したことがある したことがないしたことがない
これまでしたことはないが、今後してみたいこれまでしたことはないが、今後してみたい 未回答未回答

3.13.1 29.729.7 49.649.6 12.712.7 4.94.9

4.74.7 27.927.9 53.253.2 11.511.5 2.72.7

17.417.4 26.726.7 23.323.3 27.927.9 4.74.7

4.24.2 29.029.0 49.549.5 13.013.0 4.24.2

ボランティア活動の内容（ボランティア活動をしているまたはしたことがある人のみ）

全体

社会福祉関係社会福祉関係

自然・環境保護自然・環境保護
国際交流国際交流
防災・災害救助防災・災害救助
その他その他
未回答未回答

医療・保健医療・保健
文化・スポーツ・趣味文化・スポーツ・趣味25%25%

5%5%
17%17%

36%36%

6%6%
4%4% 4%4% 3%3%

留学生

社会福祉関係社会福祉関係

自然・環境保護自然・環境保護
国際交流国際交流
防災・災害救助防災・災害救助
その他その他
未回答未回答

医療・保健医療・保健
文化・スポーツ・趣味文化・スポーツ・趣味

12%12%
11%11%

25%25%

4%4%

38%38%

1%1% 4%4% 5%5%
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Ｊ．自主的活動支援
■自主的活動支援について

「学生プロジェクト」は学生周知が必要
　ロボットコンテスト等の技術系競技会参加や地域活性化プロジェクト等の地域貢献活動を目指す学
生グループに対して 1 団体 200 万円を限度として活動経費を支援している学生プロジェクトについて，
全体の 38% の学生が認知しているが，約半数の学生は学生プロジェクトについて「知らない」と回
答しており，学生への周知方法を工夫する必要がある。
　また，学生プロジェクトに採択された団体の満足度・充実度については，約半数以上の学生が充実
していると感じているが，更に満足度を高めていていく必要性を感じる。

認知度

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

知っている知っている 知っているが申請したことがない知っているが申請したことがない 知らない知らない 未回答未回答

13.613.6

18.018.0

25.025.0

15.515.5

23.623.6

20.420.4

17.417.4

22.322.3

57.857.8

58.158.1

51.251.2

57.657.6

4.94.9

3.53.5

6.46.4

4.64.6

満足度・充実度

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

十分である十分である まあまあであるまあまあである あまり十分とは言えないあまり十分とは言えない 全く不十分である全く不十分である 未回答未回答

12.612.6

15.715.7

19.819.8

13.813.8

34.034.0

33.533.5

30.830.8

33.733.7

14.514.5

14.414.4

9.99.9

14.314.3

8.48.4

9.99.9

6.46.4

8.88.8

30.630.6

26.526.5

33.133.1

29.429.4
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Ｋ．悩み，健康等
■悩みについて
何らかの悩みがあるが，まずは自分で解決を図る学生が多い
　何らかの悩みを抱えている学生が多数いることが分かる。日本人学生の悩みの種類については，「就
職など将来の進路に関すること」，「勉学上のこと」，「自分の性格や能力のこと」が上位を占めている。
留学生では，「経済的なこと」，「就職など将来の進路に関すること」，「勉学上のこと」が上位を占め
ており，留学生に経済的な悩みが多いことが分かる。悩みの対処法としては，「自分で考える」が圧
倒的に多く，まずは自分で解決する努力をする学生が多いことが分かる。続いて，「友人に相談する」，

「家族に相談する」となっており，学内の相談窓口への相談が少ないことが分かる。これは留学生に
も同じ傾向であることが分かる。

悩みの種類

00 1,0001,000 2,0002,000 3,0003,000 4,0004,000 5,0005,000 6,0006,000 7,0007,000 8,0008,000 9,0009,000 10,00010,000

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

人

人

人

人

人

人

人

人

00 5050 100100 150150 200200 250250 300300 350350 400400

留 学 生留 学 生 人人

1,3801,380

496496

1,9451,945

458458

148148

621621

382382

206206

619619

4848

4646

102102

886886

381381

1,2961,296

1,3291,329

696696

2,0972,097

668668

286286

1,0291,029

185185

9696

295295

203203

2727

235235

3535

1616

5656

418418

252252

700700

112112

2828

146146

勉学上のこと勉学上のこと

就職など将来の進路に関すること就職など将来の進路に関すること

交友関係のこと交友関係のこと 健康上のこと健康上のこと

経済的なこと経済的なこと 家族のこと家族のこと サークルのことサークルのこと

その他その他 特にない特にない 未回答未回答

ハラスメントのことハラスメントのこと 自分の性格や能力のこと自分の性格や能力のこと

6969 1515 3131 88 2929 7272 7575 1414 55 55 3030 66

悩みの対処法

00 500500 1,0001,000 1,5001,500 2,0002,000 2,5002,500 3,0003,000 3,5003,500 4,0004,000

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

人

人

人

人

人

人

人

人

00 40402020 6060 8080 100100 120120 140140 160160 180180 200200

留 学 生留 学 生 人人

自分で考える自分で考える 家族に相談する家族に相談する 友人に相談する友人に相談する 教員に相談する教員に相談する

保健センターに相談する保健センターに相談する 学生相談員に相談する学生相談員に相談する 学生総合支援室に相談する学生総合支援室に相談する 学外の相談機関に行く学外の相談機関に行く

他のことを考えて気を紛らわす他のことを考えて気を紛らわす その他その他 未回答未回答

1,3471,347

616616

2,0622,062

291291

136136

451451

546546

874874

33

1919

2121

171777

4141

11

11

44

44

22

77

22

22

55

200200

105105289289

312312

4343

2020

6363

8181

1818

111111

11

223399393924249999

11

77 1212

00
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■健康について
半数の学生は何らかの方法で健康に留意している
　全体の 57% が何らかの方法で健康に心がけている。日本人学生は同じような傾向であるが，留学
生に関しては，86% の学生が何らかの方法で健康に心がけており非常に特徴的である。日本人学生
は「睡眠を十分にとる」ことが多くを占めるが，留学生は「トレーニングやスポーツで身体を鍛える」
ことが多くを占め，差異がみられる。

健康について

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

16.416.4

15.315.3

30.830.8

16.716.7

20.620.6

23.523.5

19.819.8

21.521.5

17.117.1

20.520.5

34.934.9

18.918.9

42.942.9

38.538.5

9.99.9

40.140.1

0.60.6

1.21.2

2.32.3

0.90.9

2.42.4

0.90.9

2.32.3

2.02.0

食事を規則正しく十分にとる食事を規則正しく十分にとる 睡眠を十分にとる睡眠を十分にとる トレーニングやスポーツで身体を鍛えるトレーニングやスポーツで身体を鍛える

特に心がけていない特に心がけていない その他その他 未回答未回答

■学生相談について
相談体制窓口の周知の必要性を感じる
　学生相談員制度については，約 60% の学生は認知しているものの，約 40% の学生は「知らない」
と回答していることから，さらなる周知が必要である。日本人学生では約 48% の学生が「知ってい
るが利用したことがない」と回答しており，悩みがあってもまずは自分で解決を図ろうとする学生が
多数を占めていることからも学生相談員制度を利用していないと思われる。しかし，学生相談員を利
用している留学生の割合は日本人学生の割合の 3 倍（24%）と高いことが分かる。学生相談員を必要
と感じている割合にいては，学生相談員制度をよく利用する留学生では 83% と高く，あまり利用し
ない日本人学生でも，約半数となっていることが分かる。学生区分に依らず約 60% が満足している。
　保健センターでのカウンセリング等の相談体制については，「知っている」学生が全体で 68% おり，
認知度は高いことが分かる。
　学生総合支援室については「知らない」と回答した学生が全体で 63% おり，さらに周知する必要
があることが分かる。また，実際に利用したことがある学生も全体で 6% であるが，その中でも留学
生は 22% の学生が利用したことがあり，留学生の方が学内相談体制を上手く活用していることが分
かる。
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学生相談員利用の頻度

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

よく利用するよく利用する 時々利用する時々利用する あまり利用しないあまり利用しない

知らない知らない 未回答未回答知っているが利用したことがない知っているが利用したことがない

1.31.3
2.62.6

7.67.6

2.02.0

1.41.4

2.62.6
16.316.3

2.42.4

4.34.3

3.83.8

11.611.6

4.44.4

46.646.6

54.254.2

34.334.3

48.448.4

43.543.5

36.036.0

29.129.1

40.640.6

2.92.9

0.90.9

1.21.2

2.22.2

学生相談員の必要性

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

極めて必要である極めて必要である 必要である必要である あまり必要でないあまり必要でない 全く必要でない全く必要でない 未回答未回答

5.45.4

8.68.6

46.546.5

8.28.2

42.742.7

41.541.5

36.636.6

42.142.1

32.432.4

31.631.6

13.413.4

31.331.3

11.511.5

14.514.5

1.21.2
12.012.0

8.08.0

3.83.8

2.32.3

6.46.4

学生相談員への満足度・充実度

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

十分である十分である まあまあであるまあまあである あまり十分とは言えないあまり十分とは言えない 全く不十分である全く不十分である 未回答未回答

13.213.2

16.416.4

22.122.1

14.614.6

44.544.5

45.545.5

39.539.5

44.644.6

13.813.8

15.015.0

18.018.0

14.314.3

7.67.6

7.57.5

5.25.2

7.57.5

20.920.9

15.615.6

15.115.1

19.019.0

保健センターでカウンセリング等の相談ができることを知っているか

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

知っている知っている 知らない知らない 未回答未回答

62.062.0

80.580.5

56.456.4

67.567.5

34.534.5

18.518.5

42.442.4

29.929.9

3.53.5

1.01.0

1.21.2

2.62.6
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学生総合支援室を利用したことがあるか

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

利用したことがある利用したことがある 知っているが利用したことがない知っているが利用したことがない 知らない知らない 未回答未回答

4.94.9

4.94.9

21.521.5

5.75.7

30.130.1

24.624.6

41.341.3

28.928.9

61.461.4

69.569.5

36.636.6

62.862.8

3.73.7

0.90.9

0.60.6

2.72.7

Ｌ．進路，就職支援
■進路について
進路に不安を抱く学生はいるが，先輩・知人，指導教員からの情報を参考にする学生が多い
　卒業後の進路について，学部生においては約半数の学生が大学院進学（他大学含む）となってお
り，就職希望者を上回っている。大学院生になると，91% の学生が就職希望となっている。留学生
は 63% が就職希望，13% が大学院進学となっており，学部生と大学院生及び留学生とでは進路の選
択に違いがあることが分かる。

卒業後の進路

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

就職就職 九工大大学院九工大大学院 九工大以外の大学院九工大以外の大学院

考えていない考えていない その他その他 未回答未回答

海外留学海外留学

38.338.3

91.391.3

62.862.8

55.855.8

40.540.5

2.52.5

9.39.3

27.427.4

8.08.0

0.70.7
4.14.1

5.65.6

0.50.5

0.20.2
4.14.1

0.60.6

5.75.7

1.21.2
5.25.2

4.34.3

1.01.0
2.42.4

10.510.5

1.81.8

6.16.1

1.71.7

4.14.1

4.64.6

　キャリアセンターについては約 90% が知っており認知度は非常に高いことが分かる。ただし，留
学生では，キャリアセンターの存在を知らない割合が日本人学生よりも高かった。また実際に利用し
たことがある学生の割合は大学院生の方が学部生よりも多く，平成 24 年調査時よりも 10% 多く，広
く認知されていることが分かる。
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キャリアセンターの認知度

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

利用したことがある利用したことがある 知っているが利用したことがない知っているが利用したことがない 知らない知らない 未回答未回答

42.242.2

59.759.7

38.938.9

50.950.9

41.941.9

37.537.5

37.037.0

39.439.4

15.515.5

2.62.6
24.124.1

9.49.4

0.30.3

0.20.2

0.90.9

0.30.3

　進路選択の情報入手手段としては，「先輩・知人」が最も多く，続いて「就職情報誌・新聞・インター
ネット」，「指導教員」，「キャリアセンター」，「就職担当教員」となっている。

情報入手手段

00 1,0001,000 2,0002,000 3,0003,000 4,0004,000 5,0005,000 6,0006,000 7,0007,000 8,0008,000 9,0009,000

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

人

人

人

人

人

人

人

人

00 5050 100100 150150 200200 250250 300300 350350 400400

留 学 生留 学 生 人人

指導教員指導教員 就職担当教員就職担当教員 キャリアセンターキャリアセンター

家族等家族等 その他その他 未回答未回答

先輩・知人先輩・知人

就職情報誌・新聞・インターネット就職情報誌・新聞・インターネット

765765

469469

1,3001,300

526526

322322

886886

587587

318318

951951

1,4561,456

749749

2,2982,298

1,2361,236

752752 4343

2,0582,058

378378

6262

461461

2929

1919

4949

245245

316316

6666 3838 4646 9393 7070 2121 11 2828

　就職支援に関し大学に希望するものとしては，「企業説明会の開催」が最も多く，続いて「面接対
策など実践的指導の充実」，「就職ガイダンスの開催」，「OB 等の就職先の閲覧」となっており，前回
調査時と同じ傾向となっている。
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大学に希望するもの

00 1,0001,000 2,0002,000 3,0003,000 4,0004,000 5,0005,000 6,0006,000 7,0007,000 8,0008,000

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

人

人

人

人

人

人

人

人

00 5050 100100 150150 200200 250250 300300 350350 400400

留 学 生留 学 生 人人

企業説明会の開催企業説明会の開催

求人票の閲覧方法の改善求人票の閲覧方法の改善 OB等の就職先の閲覧OB等の就職先の閲覧 特にない特にない その他その他 未回答未回答

公務員試験説明会の開催公務員試験説明会の開催 就職ガイダンスの開催就職ガイダンスの開催 面接対策など実践的指導の充実面接対策など実践的指導の充実

1,5741,574

781781

2,4442,444

305305

8989

413413

914914

298298

1,2621,262

991991

407407

1,4591,459

290290

225225

560560

639639

443443

1,1301,130

190190

131131

341341

2020

2121

4545

254254

5252

326326

8989 1919 5050 6161 4545 4848 2020 44 2020

重視する項目
　就職する場合に重視する項目としては，「仕事の内容」が最も多く，続いて「給与・待遇」，「安定性」，

「財務内容・経営方針・将来性」，「勤務地」となっている。前回調査時には，「仕事の内容」，「財務内
容・経営方針・将来性」，「女性の処遇」，「勤務地」，「企業の規模」の順であり，今回は「給与・待遇」，

「安定性」が増え，「女性の処遇」，「企業の規模」が減っているといった変化がみられた。

00 1,0001,000 2,0002,000 3,0003,000 4,0004,000 5,0005,000 6,0006,000 7,0007,000 10,00010,0009,0009,0008,0008,000

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

人

人

人

人

人

人

人

人

00 5050 100100 150150 200200 250250 300300 350350 450450400400

留 学 生留 学 生 人人

仕事の内容仕事の内容

給与・待遇給与・待遇 女性の処遇女性の処遇 安定性安定性 勤務地勤務地 転勤・移動の有無転勤・移動の有無

その他その他 未回答未回答

財務内容・経営方針・将来性財務内容・経営方針・将来性 企業の規模企業の規模 企業のイメージ・知名度企業のイメージ・知名度

1,9261,926

960960

2,9912,991

641641

309309

999999

261261

161161

446446

236236

144144

405405

1,2191,219

633633

1,9361,936

180180

3939

233233

812812

372372

1,2331,233

533533

298298

881881

148148

5555

211211

2020

2121

4343

229229

4343

293293

22
2121105105 4949 2424 2525 8484 1414 4949 5050 88
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不安要素
　就職に関しての不安要素として，「自分の適性がわからない」をあげている学生が最も多く，続い
て「面接が不安である」，「採用になるか自信がない」となっており，前回調査時同様の傾向である。
留学生では，「面接が不安である」，「語学が苦手である」，「情報収集などどうすればよいか」の順で
あり，日本人学生とは異なる傾向を示した。

00 1,0001,000 2,0002,000 3,0003,000 4,0004,000 5,0005,000 6,0006,000 7,0007,000 10,00010,0009,0009,0008,0008,000

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

人

人

人

人

人

人

人

人

00 5050 100100 150150 200200 250250 300300

留 学 生留 学 生 人人

自分の適性がわからない自分の適性がわからない

語学が苦手である語学が苦手である 面接が不安である面接が不安である

その他その他 未回答未回答

大学の成績が良くない大学の成績が良くない

情報収集などどうすればよいか情報収集などどうすればよいか 採用になるか自信がない採用になるか自信がない

1,4641,464

608608

2,1152,115

669669

231231

944944

873873

457457

1,3661,366

581581

287287

940940

849849

476476

1,4011,401

521521

122122

651651

5858

6161

124124

255255

9797

378378

4343 4444 3636 7272 7676 88 55 2626

■就職支援について
就職セミナーの認知度，満足度は高い
　学部生の 55% は就職セミナーを認知しており，出席は 20% である。就職セミナーの学部での主対
象が 3 年であることを考慮すると高い割合であるといえる。また，大学院生では 87% が認知しており，
56% の学生が「出席したことがある」と回答しており，大学院終了後に就職を希望する学生が多い
ことから，積極性がうかがえる。セミナーを必要性と感じる学生の割合は学生区分に依らず約 80%
と高いことがわかる。また，開催している就職セミナーに関しては，約 70% の学生が満足しており，
充実度が高いことが分かる。

就職セミナー利用頻度

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

出席したことがある出席したことがある 知っているが出席したことはない知っているが出席したことはない 知らない知らない 未回答未回答

19.519.5

55.655.6

30.230.2

31.231.2

35.135.1

31.231.2

45.345.3

34.334.3

35.335.3

8.48.4

20.320.3

26.326.3

10.110.1

4.74.7

4.14.1

8.28.2
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就職セミナーの必要性

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

極めて必要である極めて必要である 必要である必要である あまり必要でないあまり必要でない 全く必要でない全く必要でない 未回答未回答

34.734.7

38.038.0

36.036.0

35.835.8

43.043.0

44.844.8

51.251.2

43.943.9

4.04.0

7.47.4

4.74.7

5.15.1

1.71.7
2.62.6

0.60.6

1.91.9

16.516.5

7.37.3

7.67.6

13.313.3

就職セミナーの満足度・充実度

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

十分である十分である まあまあであるまあまあである あまり十分とは言えないあまり十分とは言えない 全く不十分である全く不十分である 未回答未回答

20.820.8

29.729.7

41.941.9

24.424.4

44.344.3

44.344.3

36.636.6

43.943.9

6.36.3

10.710.7

2.32.3

7.57.5

2.82.8

3.73.7

2.32.3

3.03.0

25.925.9

11.611.6

16.916.9

21.121.1

Ｍ．危機管理支援
■キャンパス内での安全対策について
安全対策については高評価
　全体の 82% の学生が安全対策に満足しており，高い評価をしている。日本人学生に比べると留学
生の満足度は非常に高いことが分かる。全体的にキャンパス内での安全対策には高評価をしている。

満足度・充実度

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

学 部 生

大学院生

留 学 生

全　　体

%

%

%

%

%

%

%

%

十分である十分である まあまあであるまあまあである あまり十分とは言えないあまり十分とは言えない 全く不十分である全く不十分である 未回答未回答

28.128.1

32.432.4

68.068.0

31.231.2

52.252.2

49.949.9

20.320.3

50.150.1

10.910.9

10.610.6

4.14.1

10.510.5

3.13.1

4.04.0

2.32.3

3.33.3

5.85.8

3.13.1

5.25.2

4.94.9
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Ｎ．おわりに
　調査の最後に，学生の皆さんに大学に対する要望や意見を求めたところ，非常に多くの要望等をい
ただきました。
　学部生では，授業に関する意見や教室・実験等の教学関係施設の環境改善を求める要望が多くあり
ました。学部生・大学院生共通して，食堂の混雑等，学生食堂・福利厚生等に対する意見が多く見受
けられました。学生生活全般に対する意見では，全学的に駐輪場や駐車場の増設，整備等が求められ
ていると分かりました。
　この意見等を参考に修学支援，福利厚生や課外活動等への支援，環境の改善を図っていきたいと思
います。




